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目 指 す 学 校 像 
「自主・自律・創造」の校訓のもと、生徒の「生きる力」を育み、自らの「志」に向かって努力

し、生涯にわたって社会に貢献できる人材を育成する。 
      ※学校関係者評価実施日とは、最

終回の学校評価懇話会を開催し、

学校自己評価を踏まえて評価を受

けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的な学習態度を育てるとともに授業の質を向上させ、確かな学力を身に付けさせる。 

２ 理数科教育の推進を起点にして生徒の「志」を育み、個々の進路実現を支援する。 

３ 北高生としての品格を高め、健全な心身と豊かな人間性を育む。 

４ 地域に信頼される開かれた学校づくりを推進する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 

  学校関係者   ６名 

 生徒       ３名 

  事務局(教職員) ６名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日平成 26 年 2月 14 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標    評価項目の達成状況【中間評価】 

 

達成

度 
次年度への課題と改善策  

学校関係者からの意見・要

望・評価等 

1 

・授業は静粛に受けているが、積極的

に質問・発言する姿勢に乏しい。家

庭学習では、時間毎日勉強している

生徒が３割に満たない現状である。

模擬試験・進学補習等を活用させ、

家庭学習の習慣や自学自習力を身に

付けさせたい。 

・授業に対する保護者満足度が 49％で

あることからも更に質の高い授業が

求められる。各教科ひいては全職員

が一丸となって指導内容の充実を図

る必要がある。 

・確かな学力

と自学自習

力の向上 

 

 

 

・チームとし

ての授業改

善の取組 

 

 

 

１ 自習室等を設置し、生徒の自学力を向上させるよう学習

環境を整備する。 

２ シラバス等を活用し、授業の達成目標を把握させ、自学

自習による勉強方法を明確に指導する。 

３ 行事の精選を図り、授業時間を確保するなど、生徒がめ

りはりのある学校生活を送れるよう指導する。 

１ 新学習指導要領に係る教育課程職員研修会を実施する。 

２ 授業公開月間における積極的な授業研究と、市立高校授

業研究会や外部研修への参加により授業力を向上させる。 

３ 生徒による授業アンケート結果を教科会で共有し、教科

ごとに具体的な授業改善策を講じる。 

 

１ 自習室等を設置し、その管理システムが

構築できたか、また生徒が積極的に利用し

ているか。 

２ 勉強方法を的確に生徒に提示し、家庭学

習時間が増加したか。 

３ 行事を精選し、授業時数の増加ができた

か。 

１ 教育課程研修会を実施できたか｡ 

２ 授業参観等への参加率が向上したか。 

３ 教科として授業改善策を提示できたか。 

・７月に自習室を設置し、３学年を中心

に多数利用した。（夏季休業中に延べ

700 名以上利用、平日も満席） 

・３学年の平日家庭学習時間は 1.74 時

間（昨年度 1.48ｈ）に延びた。（11

月授業アンケートから） 

・平成 26 年度年間行事予定を変更し

し、行事の精選を図った。 

・学力向上セミナー、市立高校授業研究

会等の外部研修へ積極的に参加した。 

Ａ 

・学習指導は、保護者満

足度 49％であった。学

力向上・授業改善の工

夫・改善（「教えて考

えさせる授業」等） 

・自学自習力向上に向け

た生徒の意識改革と具

体的方策の検討（講演

会、進路面談等） 

・進学指導重点校として

の学校行事の在り方を

検討する。 

 

・PTA 総会での保護者の要望

にすぐ対応し、１学期中に

は自習室が完成した。受験

生が有効に活用でき、あり

がたかった。 

・学習指導に対する保護者満

足度が前年度と変わらず低

かったことから抜本的な対

策が求められる。 

・学校行事の見直しを進め、

生徒が落ち着いて学習に集

中できると良い。 

2 

・入学時の進路希望調査では、９割以

上が４年制大学を希望し、その内、

約６割の生徒が国公立大学を希望し

ている。しかし、卒業時に国立進学

者は 10 名程度である。 

・進路実現のための具体的な目標や勉

強の計画が不十分で、３年の夏にな

らないと受験勉強に取りかかれない

生徒が目立つ。１学年から意識改革

を図り一人ひとりの進路実現を積極

的に支援する必要がある。 

・理数科教育

の推進 

 

 

 

 

・一人ひとり

の第一希望

の進路実現 

 

 

 

 

１ 理数科ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ構想による大学研究者等からのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

を受け、理数科設置に向けた具体的な準備を進める。 

２ 理数科リーフレット作成や理数科体験入学等を実施し､

積極的な生徒募集を推進する｡ 

３ 生徒を公募し、理数科教育関係の各種イベントに積極的

に参加させる。 

１ 「学習記録」を活用して学習の計画性を高め、学期中及

び長期休業中の補習を組織的に取り組み、学び合う集団を

形成する。 

２ 生徒の志を育てるために組織的な個人面談を実施し、国

公立や私立難関校へチャレンジする生徒を支援する。 

３ 各種ガイダンス、スタディーサポート分析等の進路情報

を生徒・保護者に適切に情報発信する。 

１ 理数科教育アドバーザーの積極的な活用

ができたか。 

２ 広報誌作成や体験入学等が生徒募集に役

立ったか。 

３ 次年度理数科設置に向けた理数科行事の

開拓ができたか。 

１ 「学習記録」の活用状況、補習への参加

状況が向上したか。 

２ 第一希望を持続し、進学実績を伸ばすこ

とができたか。 

３ 生徒・保護者に適切に情報発信ができた

か。 

・理数科アドバイザーの支援を受け、サ

タディスペシャルﾙ講演会やスーパー

サイエンスハイスクールの申請を提出

することができた。 

・学習塾対象入試説明会、中学校進路担

当対象説明会、１月入試相談会を新た

に実施し、生徒募集に役だった。 

・学習記録を有効利用したり、３年生セ

ンター試験データリサーチを活用して

「志」を育む進路面談を行った。 

・進路だより学年通信で保護者に適切に

情報発信した。 

Ａ 

・小･中･高･大学を結ぶ地

域理数教育ネットワー

クづくりを推進する。 

・HiSEP と連携した課題研

究やアウトリーチ活動

を円滑に進める。 

・進路指導に関する保護

者満足度は 52％であっ

た。進学指導重点校と

して進路指導体制の充

実を図り､志を育むキャ

リア教育を推進する。 

 

・科学の世界は国境を超え、

共同研究がほとんどであ

る。理数教育におけるコミ

ュニケーション能力の育成

が重要な課題である。 

・センター試験後の国公立面

談など、丁寧な進路指導に

感謝している。 

・３年生が部活引退後、受験

勉強に熱心に取り組んでい

る様子が保護者にも伝わっ

てきた。 

3 

・ほとんどの生徒が落ち着いた学校生

活を送っているが、制服を着崩した

り、交通マナーや規範意識が希薄な

生徒がいる。 

・北高生としての品格と言動を身に着

けるとともに、部活動、学校行事等

教育活動全般を通して健全な心身と

豊かな人間性の育成に取り組んでい

く必要がある。 

・生徒指導の

徹底と校則

の遵守 

 

 

 

・豊かな人間

性の育成 

 

 

１ 登校指導、遅刻指導、自転車指導、頭髪・服装指導を組

織的・計画的に実施し、校則を遵守する態度を育成する。 

２ 交通安全教室や薬物乱用教室等で外部講師を活用し、生

徒の規範意識を高める。 

３ いじめ、ネット・携帯電話トラブル等の対応を中心に生

徒指導規定の見直しを図る。 

１ 学校行事や部活動等の積極的な参加を促し、豊かな人間

性を育む。 

２ 教育相談委員会を発足させ、スクールカウンセラーの活

用と教育相談体制の確立を図る。 

１ 登校指導、遅刻指導、頭髪・服装指導等

を組織的・計画的に実施できたか。 

２ 交通安全教室や薬物乱用教室を実施でき

たか。 

３ 生徒指導内規の見直しができたか。 

１ 学校行事への満足度、部活動入部率の向

上が図れたか。  

２ 教育相談体制が定着したか。 

・３学期から生徒の品格を高めるための

整容指導を徹底し、女子の短いスカー

トが激減した。 

・１年生の生徒が発表する自転車マナー

アップ伝達講習会を実施した。自転車

事故の発生件数は依然多い。 

・教育相談委員会が中心になり、スクー

ルカウンセラーの円滑な活用と学校全

体の教育相談体制を整備した 

Ｂ 

・生徒指導に関する保護

者満足度は、68％、部

活動は 66％を向上させ

たい。 

・北高生としての品格を

持ち､落ち着いた学校生

活が送るよう､引き続き

交通安全指導・整容指

導や規範意識を高める

指導に力を入れる。 

 

・３学期からスカートの重点

指導があり、学校の雰囲気

が大きく変わった。宮原駅

周辺でも短いスカートが減

ってきたのが分かる。 

・道路交通法の改正もあり、

自転車の事故防止は重要。

生徒が中心になって自転車

マナーアップに取り組むと

よい。 

4 

・学校ＨＰの刷新により、アクセス数

が年々増加し、土曜授業や全教員に

よる中学校訪問で本校への良い評価

が得られている。引き続き保護者・

地域へ積極的に情報発信し、開かれ

た学校づくりを推進していく。 

・危機管理体制を確立し、地域に信頼

される安心・安全な学校づくりに努

めたい。 

・開かれた学

校づくりの

推進 

 

 

 

・危機管理体

制の確立 

 

１ 土曜公開授業参加者数の前年度比１０％増を目指す。 

２ 学校ＨＰのタイムリーな更新と学校案内パンフレットの

質の向上により、中学生やその保護者並びに地域に対し、

本校の良さを積極的にＰＲする。 

３ 全教員による中学校訪問、中学校への出前授業、中学校

ＰＴＡの学校訪問・上級学校訪問等で中学校との連携を深

める。 

１ 安心メールを活用して保護者等に必要な情報を発信す

る。 

２ 校舎内外の環境整備を推進するとともにヒヤリハット事

例を共有し、全職員で事故防止を図る。 

１ 土曜公開授業の参加者数が前年度比１０ 

％増増加したか。 

２ 学校ＨＰ更新頻度とアクセス数が増加し

たか。 

３ 関係中学校との交流回数を増やし、連携

が図れたか。 

１ 安心メールの活用頻度が上がったか。 

２ 生徒事故が前年度よりも減少したか。 

・土曜授業に合わせて学校説明会を７回

実施し、1595 名の中学生が参加、前

年度より 222名増加した。 

・学校ＨＰの充実により平均アクセス数

は 350 人/1 日（20％増）となった。 

・全教員で中学校、学習塾訪問を実施し

た。中学校ＰＴＡの学校訪問・上級学

校訪問等の要望に応えた。 

・安心メールを活用して保護者等に緊急

情報を発信した。 

・保健管理部が美化活動に取り組み、昇

降口等の衛生面が劇的に改善した 

Ｂ 

・世界に開かれた学校づ

くりを推進する。グロ

ーバルリーダーを育成

するため、社会問題ビ

ジネス課題に関する課

題研究や英語学習を通

してコミュニケーショ

ン能力を向上させる。 

・地域防災計画､危機管理

マニュアルに基づく訓

練や備蓄の充実を図る｡ 

 

・土曜授業の１日を有効活用

し、自主的な学習の機会と

なるとよい。 

・理数科設置により生徒募集

に良い効果が現れた。志望

理由に通学時間を挙げる生

徒が多いが、目的意識の高

い生徒が集まるようになる

のではないか。 

・生徒昇降口など学校美化に

取り組んでもらった。トイ

レもきれいになると良い。 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

    


